
　　表 2 流動化処理土の配合設計

タイプ A
流動化処理土 A-1 A-2 A-3

間隙比 e 4.84 1.88 1.15

ρf (g/cm3) 1.14泥水
Vf(m

3) 1.0
W(%) 8.0山砂

WS(kg) 226 1164 2296
セメント C’(kg) 80.0
　　ρf:泥水密度
　　Vf:泥水体積
　　w:含水比
　　Ws:泥水 1m3に混入する山砂の質量

　　C’:泥水 1m3に混入するセメントの質量

　　流動化処理土=1m3の泥水+Ws+C’
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1. はじめに

　建設発生土の有効利用方法の 1 つである流動化処理土は，開削トンネルの埋戻し材，シールドトンネルインバート

部の路床コンクリートの代用として利用されている 1)．特に埋戻し材として流動化処理土を用いる場合，(1)再掘削可能

な強度を保ちながら，(2)自動車荷重等による長期的な圧縮量について配慮する必要がある．流動化処理土の圧縮・

クリープ特性に着目した研究として，今井らの流動化処理土の密度（間隙比）および載荷圧を変化させた一次元圧縮

に関する研究がある．彼らは即時ひずみεi およびこれ以外のひずみ（クリープひずみと呼ぶ．）εc に分け，載荷開始時

の一軸圧縮強さ qu
*と載荷圧 p の比 p/qu

*（載荷圧比と呼ぶ．）がそれぞれ即時ひずみ，クリープひずみの決定要因の

1つであることを示した 2)．

 本研究では参考文献の結果 2)をもとに p/qu
*以外に，圧縮性を示す

間隙比 e を用いて流動化処理土の一次元圧縮量の予測法につい

て示した．

2. 建設発生土，砂，セメントおよび配合条件

　本研究で用いた泥水および山砂の物理特性を表 1 に，粒径加積

曲線を図 1 に示す．添加したセメントはセメント粒子密度 3.04g/cm3

の一般軟弱用セメント系固化材である．配合条件を表 2 に示す．使

用した材料，流動化処理土の作製方法および一次元圧縮試験方法

については参考文献 1), 2)が詳しい．

3. 一次元圧縮量のモデル化

 今井らは式(1)に示すように全圧縮ひずみεは即時ひずみεi とクリー

プひずみεcの和で表され，載荷開始時の載荷圧の比 p/qu
*が一次元

圧縮量εに大きく影響を与えることを示した．
　　　　　　　 ci ε+ε=ε (1)

図 2 および図 3 にそれぞれ即時ひずみと p/qu
*の関係およびクリー

プひずみと p/qu
*の関係を示した．図 2 より即時ひずみεi は①0≦

p/qu
*<1.0，②1.0≦p/qu

*で圧縮挙動が異なり，間隙比 e も影響を与え

ていることがわかる．図 3 についても同様に p/qu のほか e の影響を

考慮することでクリープひずみεcを評価可能と考えられる．したがって，

本研究では即時ひずみεiおよびクリープひずみεcを以下の式で表す

こととした．

　　　　　　 )(eii ε=ε 0≦p/qu
*<1.0 (2)

　　　　　　 ( )1*)()(

)()(

−+ε=
ε∆+ε=ε

ui

iii

qpeAe

ee
1.0≦p/qu (3)

　　　　　　 ( )*)( uc qpeB=ε (4)

ここで，εi(e)は 0≦p/qu*<1.0時の即時ひずみであり，eの関数である．
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　表 1 物理特性

建設発生

土

山

砂

密度ρs(g/cm3) 2.66 2.71

自然含水比 wn(%) 92.8 1.09

液性限界 wL(%) 109

塑性限界 wP(%) 45

塑性指数 Ip 64
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図1　粒径加積通過曲線
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∆εi(e)は 1.0≦p/qu*においてεi(e)からの増加分に相当する即時ひずみであり，e の関数である．A(e)および B(e)はパラ

メータである．図 4 および図 5 にεi(e)と e の関係および A(e)と e の関係を示す．また，図 6 に B(e)と e の関係を示す．

これらの図より試験の範囲（1<間隙比 e<5）ではεi(e)，A(e)および B(e)は間隙比 eに対して線形に増加すると考えられ，

図中の回帰式により一次元圧縮量を予測することが可能となった．

　式(1)～(4)および図 4～6 の結果を用いて流動化処理土の一次元圧縮ひずみε，間隙比 e および載荷圧比 p/qu
*の

関係を図 7 に示した．これより載荷圧 p を qu
*以下にすることにより一次元圧縮ひずみεを 0.5%以下に押さえることが可

能となる．

4. 結論

　本研究では間隙比 e および載荷圧比 p/qu
*を用いて，流動化処理土の一次元圧縮ひずみのモデル化を実施した．

これより流動化処理土地盤に静的荷重が作用し，これが一次元圧縮された場合の一次元圧縮ひずみの予測手法を

提案した．しかしながら，(1)流動化処理土の固結程度（初期剛性，初期強度）の違い，(2)載荷荷重の繰返しの影響を

加味するまでには至らなかった．今後，(1)(2)を考慮することにより流動化処理土地盤の適切な沈下量予測手法の確

立を目指す予定である．
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図 7 圧縮ひずみ e の予測
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図4　εiとeの関係
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図5　A(e)とeの関係
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図6　B(e)とeの関係 0
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